
令和４年度 第１学年適用問題(６月) 

 

下の図のように、四角形を２つの三角形に分けて、四角形の４つの角の大きさの和を求めま

す。 

三角形の３つの角の大きさの和が180°であることを使って、四角形の４つの角の大きさの和を

求める式を書きましょう。 

ただし、計算の答えを書く必要はありません。 

 

 
 

求める式を書くところ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21 年度 全国学力・学習状況調査 算数Ａ大問５(１) 



令和４年度 第１学年適用問題(11月①) 

 

図１のように、五角形を３つの三角形に分けて、五角形の５つの角の大きさの和を求めます。 

三角形の３つの角の大きさの和が180°であることを使って、五角形の５つの角の大きさの和を

求める式を書きましょう。 

ただし、計算の答えを書く必要はありません。 

 

 
 

求める式を書くところ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 

平成 21 年度 全国学力・学習状況調査 算数Ａ大問５(１)を参考に作成 



令和４年度 第１学年適用問題(11月②) 

 

図２のような囲み方をすると、碁石全部の個数は、３𝑛－３と 

いう式で求めることができます。碁石全部の個数を求める式が 

３𝑛－３になる理由は、次のように説明できます。 

説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３のように囲み方を変えてみると、碁石全部の個数は、 

３(𝑛－２)＋３という式で求めることができます。碁石全部 

の個数を求める式が３(𝑛－２)＋３になる理由について、下 

の説明を完成しなさい。 

 

 

説明 

 

 

 
 

正三角形の辺ごとにすべての碁石を囲んでいるので、１つの 

まとまりの個数は 𝑛 個である。同じまとまりが３つあるので、 

このまとまりで数えた碁石の個数は３𝑛 個になる。このとき、 

各頂点の碁石を２回数えているので、碁石全部の個数は３𝑛 個 

より３個少ない。 

したがって、碁石全部の個数を求める式は、３𝑛－３になる。 

図２ 

図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがって、碁石全部の個数を求める式は、３(𝑛－２)＋３になる。 

𝑛 

𝑛 

平成 25 年度 全国学力・学習状況調査 数学Ｂ大問６(３) 





令和４年度 第１学年適用問題(６月) 正答 

 

下の図のように、四角形を２つの三角形に分けて、四角形の４つの角の大きさの和を求めま

す。 

三角形の３つの角の大きさの和が180°であることを使って、四角形の４つの角の大きさの和を

求める式を書きましょう。 

ただし、計算の答えを書く必要はありません。 

 

 
 

求める式を書くところ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21 年度 全国学力・学習状況調査 算数Ａ大問５(１) 

 180×２ 

(他にも、180°×２、180＋180、180°＋180°) 



令和４年度 第１学年適用問題(11月①)  正答 

 

図１のように、五角形を３つの三角形に分けて、五角形の５つの角の大きさの和を求めます。 

三角形の３つの角の大きさの和が180°であることを使って、五角形の５つの角の大きさの和を

求める式を書きましょう。 

ただし、計算の答えを書く必要はありません。 

 

 
 

求める式を書くところ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 

平成 21 年度 全国学力・学習状況調査 算数Ａ大問５(１)を参考に作成 

 180×３ 

(他にも、180°×３、180＋180＋180、180°＋180°＋180°) 



令和４年度 第１学年適用問題(11月②)  正答例 

 

図２のような囲み方をすると、碁石全部の個数は、３𝑛－３と 

いう式で求めることができます。碁石全部の個数を求める式が 

３𝑛－３になる理由は、次のように説明できます。 

説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３のように囲み方を変えてみると、碁石全部の個数は、 

３(𝑛－２)＋３という式で求めることができます。碁石全部 

の個数を求める式が３(𝑛－２)＋３になる理由について、下 

の説明を完成しなさい。 

 

 

説明 

 

 
 

正三角形の辺ごとにすべての碁石を囲んでいるので、１つの 

まとまりの個数は 𝑛 個である。同じまとまりが３つあるので、 

このまとまりで数えた碁石の個数は３𝑛 個になる。このとき、 

各頂点の碁石を２回数えているので、碁石全部の個数は３𝑛 個 

より３個少ない。 

したがって、碁石全部の個数を求める式は、３𝑛－３になる。 

図２ 

図３ 

 

(例) 

正三角形の辺ごとに頂点以外の碁石を囲んでいるので、一つの

まとまりの個数は(𝑛－２)個である。同じまとまりが三つあるの

で、このまとまりで数えた碁石の個数は３(𝑛－２)個になる。こ

のとき、各頂点の碁石を数えていないので、碁石全部の個数は、

３(𝑛－２)個より３個多い。 

 

 

 

したがって、碁石全部の個数を求める式は、３(𝑛－２)＋３になる。 

𝑛 

𝑛 

平成 25 年度 全国学力・学習状況調査 数学Ｂ大問６(３) 


